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ものづくりバイオ大国ニッポンを目指して
「合成生物学・バイオ」分野におけるバイオ製造の重要性

～人材育成からプロセス開発まで
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我が国は、発酵産業の伝統の下、バイオテクノロジーを用いたもの作りに関する高度な科学・技術をもつ
「もの作りバイオ」先進国です。バイオ関連産業の発展には、単にサイエンスとしての生命科学の進歩のみ
ならず、バイオテクノロジーを用いた物質生産に関する基盤（エンジニアリング）が必要となります。創薬
等のシーズから実際の上市に至る過程においては、様々な高度の技術の集積が必要であり、それを支える基
礎科学、工学の発展が無ければ、産業は成り立ちません。
「プロダクションサイエンス」は、もの作りにかかわる科学・工学を総称した私の造語ですが、プロダク
ションサイエンス、すなわちもの作りバイオに関わる地道な目的基礎研究の振興が、実用化を見据えた際の
重要な基盤構築になると考えています。

【資料13】 大政構成員 提出資料



産業構造審議会商務流通情報分科会バイオ小委員会報告書
「バイオテクノロジーが拓く『第五次産業革命』 」(2021)より 

背景
●バイオ産業の要はバイオ製造（バイオマニュファクチャリング）
特に大きい分子（抗体医薬や細胞等）は生物でのみ合成可能。
低分子は、化学工程でも合成可能。低分子の場合は生物による
生産の優位性、特徴（資源の有効利用や低環境負荷等）を活か
す必要がある。

●生物を用いたプロセスでは、生きた細胞(菌株)を用いるため、
プロセスは一気通貫に生産を行う必要があり、かつプロセスの上流
工程が下流工程に大きく影響を及ぼす。
したがって、研究開発は上下流一体となって実施する必要がある。
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●ポイント
●バイオ産業の要はバイオ製造（バイオマニュファクチャリング）
いくらよいシーズがあっても、製造されなければ、世の中には出て行かない。
バイオ製造はホワイトバイオ、レッドバイオの要
海外との連携等もあり、グローバル化は欠かせない。＋自国内でしっかりと自立でき

る状況にしておかないと、グローバルに対応ができない。

●グローバルリーダーシップをもった人材育成（アカデミアも産業も）
人材育成：長期の視点にたって、リスクをとって研究開発できるトップ人材を含む裾

野の広い人材育成が必要：長期的視点のプロセス開発研究が重要

4
数理・データサイエンス・AI教育プログラム(文科省)の例：すぐに
活用する教育プログラムのみならず、トップクラスを見据えた裾野の
広いプログラムを行っている。

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm

バイオ製造の分野も短期
の学びなおしだけではなく
て、
社会人も含めて
大学院、大学、高専と幅
広い人材育成が必須

●グローバルに通用するポイントは博士人材
「2025年3月28日八大学工学系連合会声明「未来を創る女性
理工系人材と博士人材を社会へ」～工学のいまを皆様に～」

https://8uea.org/information/2129/
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1. 日本のバイオ産業の現状と危機感
目的：なぜ今バイオ産業を強化すべきかを明確化

個別技術力は世界的に高い、一方、産業化に必要な人材・資金・時間が不足
主要装置・消耗品の海外依存が高く脆弱、欧米中では巨額投資により、技術格差が拡大
このままでは国内製造力・生物資源・市場の競争力が失われるリスク

2. バイオものづくりが直面する主要障壁（技術×社会受容）：単に“技術開発すればよい”という誤解を解消
●技術面の障壁
DSP（回収・精製・濃縮・乾燥など）が製品化のボトルネック
自動化・規格化・モジュール化が未整備、全ゲノム合成など次世代技術への投資不足
●社会受容面の障壁
食・医薬など身体に入るものは慣れないものへの抵抗が大きい
“不浄感”が受容を阻害、技術普及にはコスト低減と並行した普及戦略が不可欠

3. 世界の潮流：デザイン型バイオ×AI×全ゲノム合成 「世界は次のステージに行っている」
遺伝子レベルでの機能デザインが可能な段階へ
例：AI によるタンパク質設計（AlphaFold など）が分子デザインを加速

世界はすでに「全ゲノム合成生物」を競争領域に
日本には関連技術者が多数存在し、伸ばせる領域
ホワイトバイオで先行しているが、レッドバイオ（動物細胞）でも必須。

4. 日本が取るべき勝ち筋：探索× 資源多様性× ひらめき
目的：欧米中の物量戦には乗らず、日本の強みで戦う方向性を提示

日本の強み＝生物・遺伝子リソースの探索力
例：カネカの生分解性プラスチック成功の鍵は、酵素を持つ菌の発見

いまこそゲノム資源の収集や、高度ゲノム再構成、表現型予測、新しい細胞株の開発など
資源多様性拡大＝自国での自立 に繋がる研究を強化
“個人のひらめき”が成功の源泉となるため中規模グラントの拡充が鍵

参考資料：以下は、若手研究者、ベンチャーを立ち上げた研究者、リーダーシップを持った研究者、グローバルに活躍する研究者、関連
する企業の方々に、現状と課題について頂いたご意見をまとめたものです。ご参考になれば幸いです。
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5. 産業化に必要な政策：長期・自由度・手続き削減 実効性のある“制度改革”は

年度を跨ぐ長期予算（年次縛りの撤廃）
使途や途中成果を細かく問わない自由度の高い研究費
理由不明・合理性の低い規程運用の見直し
報告業務・機器管理の負荷削減、共通機器オペレーター整備
アカデミア×企業×コンサルをつなぐ公的コーディネーター機能

6. 技術体制：モジュール化・規格化・“チーム戦”の場づくり
目的：技術基盤整備の方向性を示す
プロセスのモジュール化・規格化を国家レベルで推進
それを実行するには“チーム”が必要
世界レベルのトッププレーヤー、監督（技術統括）、
GM（戦略・成果責任）
：結局は高度人材育成が鍵となる

キャッチーな標語より、堅実でやり切るプロジェクト設計が要

7. 投資戦略：バイオ“神話”を国家がしっかりとサポートし、長期巨額投資を回す
目的：投資決定者へ「腹落ちする投資観」を提示する

海外では「バイオは儲かる」という国家的“神話”のもと
政府・民間が長期投資 → 成果 → 回収のサイクルが回る
日本は“回収対象”にされているのでは？

日本が主体となるには、
創薬系（ハイリスク・ハイリターン）
製造系（ミドルリスク・確実回収） を区別した戦略的投資が必要

成功例となるベンチャーや、確実に成長しているバイオ企業を基点に
「バイオは国家を潤す」「日本のバイオは発展する」という事実を国内外の投資決定者側が
信じることが極めて重要




